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1. はじめに 

人間の３次元顔データに対して主成分分析を行い，

得られた少数のパラメータを変化させることで様々な表

情を生成する研究が行われた[1][2][3]．近年では，新し

い高性能デバイスの登場により，取得した顔データの整

形作業を撮影した段階で自動化することができる．そこ

で，本研究では任意の人物の３次元真顔表情から特定

の発話表情顔を生成する研究を通じて，その自動化し

て得られた顔データに対する有効性を検証した． 

2. 撮影機材とデータ 

本研究で使用する３次元顔データは全て Microsoft

社製の KinectV2 を使用して撮影された．KinectV2 はカ

ラー画像を撮影できるカメラと，それぞれの画素に対し

てカメラからの距離情報を取得できるセンサーを備えた

ものである．また，カメラに映った人物の顔領域の抽出

や，目や鼻といった顔の特徴点を抽出できる機能も備

わっている．今回はこれらの機能を総合的に活用するこ

とで，顔データの撮影をした段階で測定点間の対応付

けや測定点数の統一の自動化を行った．その結果，任

意の表情顔は 94680 個の点群で構成され，個々の点は

座標空間上の位置，すなわち形状を表す x,y,z 座標と，

その点に付与される色を表す R,G,B 濃度値で表され，

それらを成分とする多次元ベクトル𝑿で表現される． 

3. 表情生成手法 

3.1 目的の発話表情とデータベース 

今回，生成対象とした発話表情顔は発話の基本とな

る，“あ”，“い”，“う”，“え”，“お”，の５つとした．また，

データベースとなる人物は２０代前半の日本人学生の

男性 19 人，女性 2 人の合計 21 人であった． 

3.2 主成分分析  

データベース内の同一人物において形状またはテク

スチャベクトルにおける真顔表情と目的の発話表情間

の差分ベクトルを求め，それぞれの表情ごとに差分ベク

トルの平均𝑺𝒎(𝑚 = 1,2,⋯ ,5)を求める．ここで𝑚は発話

表情に番号を割り当てたものある．（例：𝑺𝟏は表情“あ”

の差分平均ベクトル）．𝑺𝒎の平均を�̅�とし，共分散行列

を求める．その固有値の大きい順に対応した固有ベクト

ルを並べたものを正規直交基底𝑼𝒌(𝑘 = 1,2,⋯ ,𝐾 ≤ 5)

とし，(1)式を用いてパラメータ𝑓𝑚,𝑘で表現する． 

𝑓𝑚,𝑘 = 𝑼𝒌 ∙ (𝑺𝒎 − �̅�) (1) 

 生成する目的表情𝑚に応じて正規直交基底𝑼𝒌との線

形和を取り，差分平均�̅�を加えることで目的表情の差分

平均ベクトルを推定し，それを任意の新規人物の真顔

表情𝑿𝒏𝒆𝒖𝒕𝒓𝒂𝒍に加えてその人物の表情𝑿𝒎を生成する． 

𝑿𝒎 = 𝑿𝒏𝒆𝒖𝒕𝒓𝒂𝒍 + (�̅� +∑ 𝑓𝑚,𝑘 ∙
𝐾

𝑘=1
𝑼𝒌) (2) 

4. 結果 

 入力したデータベース外の 20 代前半の日本人男性

の真顔表情，機材で撮影された実際の表情“あ”，本手

法で生成された表情“あ”を図１に示す． 

  

図 1 生成結果（左：入力真顔，中央：機材で撮影した 

実際の表情“あ”，右：生成された表情“あ”） 

 また，生成した表情を表示して，それが“あ”～

“お”のどの表情に見えるかを選択してもらう形式

で 21人に主観評定実験を行った結果，生成された 5

つの全ての表情顔において，表示された表情顔に対

応した発話表情を選択した人数が最も多かった． 

5. まとめ 

 KinectV2 によって取得した３次元顔データを用いて新

規人物の目的表情を一定の精度で生成することができ

た． 
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